
 

議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 

開催日時 平成３０年５月１７日（木）  １８時３０分 ～２０時２０分 

開催場所 中央市民センター３階大会議室 

会場責任者 舘山 善也、秋村 光男 

記録者 木下 靖、工藤 健 

出席議員 舘山 善也、秋村 光男、渡部 伸広、長谷川 章悦、中田 靖人、工藤 健、 

木下 靖、山本 武朝、中村 節雄、天内 慎也、藤原 浩平、里村 誠悦 

議員１２名 

参加者数 市民１１名（全参加者数２３名） 

報告内容  ①短命市返上に向けた取り組みについて 

②平成 30 年度当初予算について 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪について良いと思う点、悪いと思う点 

【良い点】 

・水道水、農業用水が豊富    ７件 

・景色が幻想的、美しい     ２件 

・ウインタースポーツができる  ５件 

・雪国ならではの冬まつり 

・春到来の感激大きい      ２件 

・ロマンティックな雪を活かす 

・雪にまつわる文化 

・雪かきもスポーツ 

・女性が美しく見える 

・町がきれい（汚い所を隠してくれる） 

・観光資源になる 

・吸音効果で静かになる 

・雪で遊ぶ子供たちの姿は喜ばしい 

・セントラルパークで雪上運動会 

・雪と遊ぶ雪像づくりコンテスト 

・雪片付けで苦労するがよい汗だ 

・子ども時代を思い出す 

・雪が降る町はすてきだと思う 

・雪解け後の水芭蕉や水仙が待ち遠しい 

 

【悪い点】 

・雪片付けが大変        ５件 

 （高齢者には大変、雪捨て場が無いなど） 

・地域住民からの雪の苦情多い 



 

 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通渋滞をおこす       ３件 

（車走りづらい、運転怖い） 

・雪は危険 

・雪道は滑って危険       ３件 

・ブルの寄せ雪大変       ３件 

・通学路が狭くなる 

・金がかかる 

・灯油代かかる 

・隣家とのトラブル 

・家の狭い敷地がさらに狭く 

・他の町会に比べて除雪回数少ない 

・屋根の雪下ろし大変 

 

生活する上で雪とどんなふうに付き合えばよいか 

・転んで怪我しないように過ごす 

・灯油をあまり使わない 

・後片付けをして外にいる 

・毎日まめに雪かきをすると楽 

・小学生から雪かき習慣を 

・スポーツマン・アスリートが雪かきで体力づくり 

・集まって仲良く暮らす 

・雪のスポーツ 

・雪は 7 種類あるそうなのでその感じを楽しむ 

・100 年の大計で除排雪を考える 

・スキー場に気軽に行けるようになれば割引チケットも役立つかも 

・春まで家にこもる 

・雪が降っても歩きやすい環境を作る（融雪の歩道） 

・雪とうまくつき合って 

・うまくつき合うのはムリ 

・融雪溝のフタを軽く 

・流雪溝の整備が待ち遠しい 

・ほとんど歩道を歩くことが難しい 

・設問が漠然としている 

・ナイスアイディアを広報にどんどん載せる 

・雪・冬を口実に酒を呑む 

・少雪を神に祈る 

・ほどほどに付き合う 

・家の雪かきは最小限にすませる 

・伏流水を製薬等に活用する 

・冬期の雪を利用して夏の涼風とする 

・雪を利用したスポーツができる 



 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

雪とうまくつき合っていくためにあなたができることは何でしょう 

・雪はきれいに見える（シチュエーション） 

         ↓ 

    女性を集めると男性も集まる 

・夏の冷房に雪を使う（公立大、ＡＣＡＣで実験） 

・雪の楽しさを考える、増やす 

・こまめに除排雪 

・子供を外へ追い出す 

・雪の行事が少なくなった（雪遊び） 

       ↓ 

   郊外で雪を楽しむ環境を作る 

・冬衣料は値段高い→経済効果 

・雪を悪者にしない 

・雪にもいいところがある（ＰＲする） 

・町内会が仲良く話し合うことが大切 

・ボランティアの心も大事 

・運動だと思って体を動かす 

・早目にまめに雪かきをしておく 

・早目に屋根の雪を下す 

・普段からの隣近所のお付き合いが大事（良好に保つ） 

・少しくらいの雪でケンカしない 

・議員も普段から議論すべき 

・雪に対して悪い感情を抱かない（気の持ちよう） 

・家でも冷蔵庫代わりに雪を利用する 

・車を安易に使わないで歩く 

・雪片付けでご近所とコミュニケーションを図る 

・筋トレと思って雪片付け 

・ウインタースポーツを楽しむ 

・通学路の除雪墓お手伝い 

・バス道路の場合は社会的貢献だと誇りを持って作業する 

・美しい雪ありがとう 

・私は白い雪大好き、また来年もいっぱい降ってください 

・体を鍛えるのによい 

・雪の利活用を考えること（例 健康のためビールを冷やす） 

 

自由意見 

・議員と話をする機会は貴重であり、議員とカダる会の回数をもっと増やした

ほうがよい 

・中央市民センターで行うにあたり、どの程度の地域に呼びかけをしたのか。

別の場所に移したらもっと人が集まるのではないか 

・議員とカダる会のテーマの設定がよくない。短命市返上ではなく「健康寿命



 

を延ばそうよ」とか「たばこをやめようよ」とか 

・アリーナについてはもう方向性が決まっているのに、さらに市民意見を求め

るのはどうなのか 

・歩道の除雪を何とかしてほしい 

・報告会で報告した内容をそのままワールドカフェにしてもらったほうがよ 

 い 

・短命県の解消については地域住民が歩いていける市民センターをもっと活

用すればよい 

 

記録者所見 議会報告に関しては内容が分かりづらい（用語、内容とも）という意見が複

数あり、要検討であると考えます。せっかく議会だよりを分かりやすくしたの

だから、議会報告も同様にする工夫が必要と感じました。 

第２部のワールドカフェは、雪という身近なテーマでの意見交換でしたが、

なかなか答えづらい設問もあったようでした。参加者からは市の課題に取り組

む議員の姿勢を問う声もあり、真摯に受け止めたいと感じました。なお、今回

のＰＲチラシは文字通り議員の顔が見えて、好評でした。 

※写真添付必須のこと 

青森市議会議長 様                      

 平成３０年７月１８日 

  上記の通り報告いたします。 

  なお、当日、参加された市民から出された意見のうち、議会として「特に執行機関に伝える

べき」とした意見については、別紙のとおりです。 

 

会場責任者   舘 山 善 也 

 

秋 村 光 男 

 

出席議員    渡 部 伸 広 

 

長谷川 章 悦 

 

中 田 靖 人 

 

工 藤   健 

 

木 下   靖 

 

山 本 武 朝 

 

中 村 節 雄 

 



 

天 内 慎 也 

 

藤 原 浩 平 

 

里 村 誠 悦 

  



 

議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 別紙 

 

 平成30年第１回議員とカダる会において参加者から出された意見のう

ち、議会として「特に執行機関に伝えるべき」と判断した意見については、

以下のとおりですので、お伝えします。 

 

【中央市民センター会場】 

No. 意見等の要旨 理由・背景等 

１ 

歩道除雪を徹底してほしい。 高齢者、子どもが歩けない（道路を通行） 

 

 



別紙 会場写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



  



  



 


